
無断転載・無断利用禁止

1 外国語科目

2 講義科目

3 専門科目

年月日 活動内容

2003年～現在 日本独文学会　会員

受賞歴：
東京大学大学院総合文化研究科一高記念賞（2005年3月）
第51回ドイツ語学文学振興会奨励賞（2011年6月）

　庶務委員（2013年6月～2015年5月）

2003年～現在 ドイツ文法理論研究会　会員

　その他

4　その他教育活動上特記すべき事項

　学会等および社会における主な活動（学外の委員、役職等）

ドイツ語学科 准教授 黒子　葉子
大学院の授業担当

無

　教育活動

　語学ゼミナール実行委員（2015年～現在）

教育実践上の主な業績 年月日 概要

2015年-現在

毎回、講義の内容に関連した課題を設定し、授業の終わ
りに学生に解かせることで、集中して授業に取り組めるよ
う工夫している。また、講義に関する不明点をコメントペー
パーに書かせ、次回授業の冒頭で解説することで、学生
の理解が深められるよう心掛けている。

1　教育内容・方法の工夫（授業評価等を含む）

2015年-現在

初学者向けのドイツ語科目（基礎ドイツ語）では、1課ごと
に単語テスト、2課ごとに小テストを行い、学生の理解度を
確認しながら授業を進めている。また、ペアワークや発音
練習も毎回の授業に組み入れている。2年生向けのドイツ
語科目（応用ドイツ語）では、適宜プリント等を作成、配布
し、文法項目の復習を行っている。これによって文法知識
を定着させ、テクスト読解能力を向上させるよう努めてい
る。

2　作成した教科書、教材、参考書

2016年-現在

専門演習では、ドイツ語文献購読と個人研究発表を活動
の中心とし、ドイツ語力、専門知識、プレゼンテーション、
レポート作成のスキルをバランスよく向上させるよう心掛
けている。毎年ゼミ合宿を行い、学生同士の議論と交流
の場を提供している。年度末にはゼミ論集を発行し、1年
間の活動の成果を記録に残している。

3　教育方法・教育実践に関する発表、講演等
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